
  北海道情報化農業ニュース 
           北海道における持続的な農業の発展のための情報技術の活用促進 

              およびその健全な普及を図る。 

号外  2015．07．13 

 北海道産学官研究フォーラム/北海道 GIS・GPS研究会より「G空間情報活用戦略シンポジウム」の開催案

内が届きましたので、お知らせします。 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 

「G空間情報活用戦略シンポジウム」の開催案内 
～北海道が拓く G 空間情報社会とは～ 

 
■日時：2015 年 8 月 10 日（月）13：30～16：40 
■会場：TKP 札幌ビジネスセンター赤レンガ前（定員 150 名） 
    〒060-0004 札幌市中央区北４条西６丁目１ 毎日札幌会館 5F 
 
【基調講演】 
  「スマートシティ？スマートピープル!；G 空間情報の最新動向」 
    東京大学空間情報科学研究センター 教授 柴崎 亮介 氏 
【パネラー報告】 
  「北極域研究センターにおける G 空間情報活用について」 
    北海道大学 北極域研究センター長 齊藤 誠一 氏 
  「農業環境情報サービス情報センターと G 空間の農業活用について」 
    酪農学園大学農食環境学群環境共生学類 教授 金子 正美 氏 
  「大規模 3 次元計測技術と CIM への展開」 
    北海道大学大学院情報科学研究科 教授 金井  理 氏 
【パネルディスカッション】 
  東京大学空間情報科学研究センター 教授 柴崎 亮介 氏 
  北海道大学 北極域研究センター長 齊藤 誠一 氏 
  酪農学園大学農食環境学群環境共生学類環境 GIS 研究室 教授 金子 正美 氏 
  国土地理院北海道地方測量部 
  コーディネイター：北海道大学大学院文学研究科 教授 橋本 雄一 氏 
 
■参加費：一般 3,000 円、主催・共催団体会員、官公庁 2,000 円 
 
■主催：北海道産学官研究フォーラム/北海道 GIS ・GPS 研究会 
■共催：NPO法人 Digital 北海道研究会、地理情報システム学会北海道支部、産学官 CIM ・GIS 研究会 
■後援依頼先：国土地理院北海道地方測量部、北海道開発局、北海道、北海道建設業協会、北海道 IT 推進協会、
北海道 GIS 技術研究会、日本写真測量学会北海道支部、建設コンサルタンツ協会北海道支部、土木学会北海道支
部、（一社）北海道測量設計業協会、日本測量協会北海道支部、北海道高度情報化農業研究会 
 
■連絡先：北海道産学官研究フォーラム/北海道 GIS・GPS研究会（担当 藤原） 
  TEL：011-374-6836    FAX：011-299-8104 
  E-mail：tatsuya.fujiwara@gmail.com 又は office@dghok.com 
 

●「G空間情報活用戦略シンポジウム」開催案内 ● ● ● 

＜発行＞北海道高度情報化農業研究会 
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